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タービン建屋へ
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F
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F
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O

MO AO AO

F
MOMO

（略語）
RHR ： 残留熱除去系
HPCF ： 高圧炉心注水系
SPCU ： サプレッションプール浄化系
MUWC ： 復水補給水系
S/C ： サプレッション・チェンバ
SPH ： サプレッションプール水排水系
MO ： 電動駆動弁
AO ： 空気駆動弁
Hx ： 熱交換器
F ： 流量計

代替循環冷却系（既設流用部）
代替循環冷却系（新規設置部）格納容器

下部注水

S/CS/C

SPCU

 

図 1.2-1 代替循環冷却系の設備概要（７号炉の例） 

＊上図は原子炉冷却材喪失事故（LOCA）を想定しているため原子炉へ注水した水は破断口から溢れ出しサプレ

ッション・チェンバ・プールに流入する。LOCA 以外の場合は逃がし安全弁の排気管を通してサプレッション・

チェンバに流入することになる。 
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②計測設備の仕様について 

a.機器仕様 

計測設備の主要仕様を表 1.3.2-1に示す。 

 

表 1.3.2-1 代替循環冷却系運転に必要な計測設備の主要仕様 

監視計器 計測範囲 計測範囲の根拠 個数 監視場所 

ⓐ 
復水補給水系流量 
（RHR A系代替注水流量） 

0～200m3/h（6号炉） 
0～150m3/h（7号炉） 

復水移送ポンプを用いた低圧代替注水系

（RHR A系ライン）における最大注水量
（90m3/h）を監視可能。 

1 
中央制御室 

（緊急時対策所） 

ⓑ 
復水補給水系流量 

（RHR B系代替注水流量） 
0～350ｍ3/h 

復水移送ポンプを用いた代替格納容器ス
プレイ系（RHR B系ライン）の最大注水量
（140m3/h）を監視可能。 

1 
中央制御室 

（緊急時対策所） 

ⓒ 
復水補給水系流量 

（格納容器下部注水流量） 

0～150m3/h（6号炉） 

0～100m3/h（7号炉） 

復水移送ポンプを用いた格納容器下部注

水系の最大注水量（90m3/h）を監視可能。 
1 

中央制御室 

（緊急時対策所） 

ⓓ 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
0～200℃ 

原子炉格納容器の限界圧力（ 2Pd：
620kPa[gage]）におけるサプレッション・

チェンバ・プール水の飽和温度（約166℃）
を監視可能。 

3 
中央制御室 

（緊急時対策所） 

ⓔ 
復水補給水系温度＊1 
（代替循環冷却） 

0～200℃ 

代替循環冷却時における復水移送ポンプ

の最高使用温度（85℃）に余裕を見込んだ
設定とする。 

1 
中央制御室 

（緊急時対策所） 

ⓕ 
ドライウェル雰囲気 
温度 

0～300℃ 
原子炉格納容器の限界温度（200℃）を監
視可能。 

1 
中央制御室 

（緊急時対策所） 

ⓖ 格納容器下部水位 
+1m,+2m,+3m 

（T.M.S.L.-5600mm，

-4600mm，-3600mm）＊2 

重大事故等時において，原子炉格納容器下
部に溶融炉心の冷却に必要な水深（底部か
ら+2m）があることを監視可能。 

3 
中央制御室 

（緊急時対策所） 

ⓗ 
復水移送ポンプ吐出 

圧力 
0～2MPa 

重大事故等時における，復水補給水系の最

高使用圧力（約1.7MPa[gage]）を監視可能。 
3 

中央制御室 

（緊急時対策所） 

＊1：新規設置する監視計器 

＊2：T.M.S.L. =東京湾平均海面 
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図 1.3.3-2 代替循環冷却系の単線結線図（非常用電気設備経由で電源供給時） 
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図 1.3.3-3 代替循環冷却系の単線結線図（代替所内電気設備経由で電源供給時） 
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図 2.2.1-2 格納容器圧力逃がし装置系統概要図 

 

 

 

 

 

表 2.2.1-2 ベント操作に必要な操作弁と配置 

 6 号炉 7 号炉 

F022（一次隔離弁 S/C） 弁①（図 2.2.1-3） 弁①（図 2.2.1-5） 

F019（一次隔離弁 D/W） 弁②（図 2.2.1-4） 弁②（図 2.2.1-6） 

F070（二次隔離弁） 弁③（図 2.2.1-4） 弁③（図 2.2.1-6） 

 

 
 
 
 

F022 

F019 

F070 

雨水排水ライン

遠隔手動弁操作設備
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図 2.2.2-1 代替循環冷却系運転の手順概要（「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」の場合）「全体図」 

重大事故等対策の有効性評価について「雰囲気圧力・温

度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」参照 

（解析上の時間）

（約0分）

（約10分後）

ＥＯＰ

（約0.3時間後）

EOP

（約0.4時間後）

（約0.7時間後）

（70分後）

（約2時間後）

（約2時間後）

（20時間後）

（約22.5時間後）

炉心損傷確認

格納容器薬品注入準備

原子炉冷却材喪失

（大破断LOCA）

発生

原子炉スクラム，タービン・トリップを確認

全交流動力電源喪失発生

原子炉への注水機能喪失を確認

破断口までの水位回復確認

（破断口からの流出をサプレッション・チェンバ・プール水位上昇傾向変化により確認）

または

（原子炉水位の上昇率からレベル1以上に回復していることを推定する）

原子炉注水停止後の水位低下量を
崩壊熱より計算し高圧炉心注水ノズルを起点とし

レベル1までの時間を推定する

レベル1を起点とした破断口到達まで
注入実施後，代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による

サプレッション・チェンバスプレイに切り替える

低圧代替注水系（常設）による原子炉注水開始
（崩壊熱と注水流量から原子炉水位の上昇率を求める）

損傷炉心冷却成功確認
原子炉圧力容器健全確認

常設代替交流電源設備
（第一ガスタービン発電機）の準備

常設代替交流電源設備
（第一ガスタービン発電機）による

非常用電源回復操作

低圧代替注水系（常設）
復水移送ポンプ準備

低圧代替注水系（常設）
復水移送ポンプ準備が完了

炉心損傷開始

低圧代替注水系（常設）による原子炉注水を停止し，
代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による

ドライウェルスプレイを開始する

原子炉圧力－ドライウェル温度による
「水位不明判断曲線」で水位不明を

判断する

早期の電源回復不能と判断

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）
の準備が完了

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）
による格納容器頂部注水

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）
の準備

（格納容器頂部注水系準備）

格納容器上部雰囲気温度
171℃超過確認

格納容器温度190℃超過確認

レベル1までの推定した時間経過後，
代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による

ドライウェルスプレイから
低圧代替注水系（常設）による原子炉注水へ切り替える

高圧／低圧注水機能
回復操作

回復は解析上

考慮せず

非常用ディーゼル発電機
または外部電源による

交流電源回復操作を実施

回復は解析上

考慮せず

回復は解析上
考慮せず

代替原子炉補機冷却系準備

フィルタ装置排水ポンプ水張り

高圧給水機能喪失を確認 高圧注水機能喪失を確認 低圧注水機能喪失を確認

格納容器圧力高13.7kPa[gage]
到達

レベル1までの推定した時間経過後，
代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による
サプレッション・チェンバスプレイから

低圧代替注水系（常設）による原子炉注水へ切り替える

レベル1を起点とした破断口到達まで
注入実施後，代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による

ドライウェルスプレイに切り替える

ドライウェル側
格納容器薬品注入実施

常設代替交流電源設備以外による非常用電源供給

・第二代替交流電源設備による電源供給

・可搬型代替交流電源設備による荒浜側緊急用高圧母線受電

・可搬型代替交流電源設備による非常用低圧母線受電

復水移送ポンプ以外による原子炉注水
・消火ポンプによる代替注水
・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による代替注水

可搬型代替交流電源設備は常設代替交流

電源設備と同等の電源供給開始不可

復水移送ポンプによる代替原子炉注水と同等の
流量確保または注水開始不可

対応操作は，原子炉水位・格納容器圧力等の徴候に応じて対応を行うため，今回想定している

破断規模・破断位置が異なる場合及び破断位置が特定できない場合においても，対応する操作
手順に変更はない

格納容器内水素・酸素濃度計
（CAMS）再起動

代替循環冷却系運転継続

格納容器内圧力0.62MPa[gage]
到達時間予測

代替循環冷却系運転による
格納容器スプレイ停止

可搬型代替注水系（A-2級）
による注水

格納容器内圧力0.62MPa[gage]
到達時間予測

代替循環冷却系運転可能

代替循環冷却系運転により
格納容器内圧力下降

代替循環冷却系運転による原子炉格納容器冷却により格納容器内圧力が105kPa[gage]（FCS運転時の制限圧

力）以下になったことを確認後，可燃性ガス濃度制御系（FCS）を起動し水素濃度を制御する

復水貯蔵槽への補給
停止

低圧代替注水系（可搬型）準備

低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水

代替循環冷却系運転準備
（系統構成1）

代替循環冷却系運転準備
（復水移送ポンプ停止）

パラメータの継続監視
（水素，酸素濃度等）

代替循環冷却系運転準備
（系統構成2）

代替循環冷却系運転開始
（復水移送ポンプ起動）

代替循環冷却系運転による
除熱実施判断

格納容器内酸素濃度
可燃限界濃度到達

可能性なし

代替循環冷却系運転により

格納容器圧力下降

代替循環冷却系運転

運転継続

代替原子炉補機冷却系

準備が完了

No

Yes

Yes

No

Yes

No

格納容器圧力逃がし装置等による
格納容器ベント操作

機能喪失設備の復旧
または

格納容器圧力逃がし装置等による
原子炉格納容器除熱

使用済燃料プール冷却

開始

原子炉圧力容器・原子炉格納容器の状態が
静定後，使用済燃料プール冷却を再開する

中央制御室 陽圧操作

中央制御室待避室準備操作

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）
の準備が完了

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）
による復水貯蔵槽への補給

淡水貯水池から
復水貯蔵槽への補給準備

（可搬型代替注水ポンプ（A-2級）
による復水貯蔵槽への補給）

（約12時間後）

（適宜実施）

純水補給水系による

復水貯蔵槽への補給

淡水タンクから

防火水槽への補給

（適宜実施）

燃料供給準備
（タンクローリ（4kL,16kL）

給油準備）

可搬設備への燃料補給

（約12時間後）

タンクローリ（4kL,16kL）
による給油準備完了

No

Yes

燃料被覆管温度1200℃到達

燃料温度

2500K(約2227℃)到達

※7

原子炉注水とドライウェル

スプレイの並行操作不可能

低圧代替注水系（常設）による
原子炉注水（残留熱除去系(A)使用）

及び
代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による

ドライウェルスプレイ（残留熱除去系(B)使用）

Yes

No

非常用ガス処理系運転確認

凡例
：操作・確認
（運転員のみの作業）

：プラント状態

：判断

：解析上考慮しない操作・判断結果

：緊急時対策要員（現場）の
みの作業

：運転員と緊急時対策要員
(現場）の共同作業

：操作及び判断

サプレッション・チェンバ側
格納容器薬品注入実施

復水移送ポンプ停止後は復水貯蔵槽への補給が不要にな

るため停止する

何らかの故障により、代替循環冷却系運転が実施できない場合につ

いての対応を記載

代替循環冷却系運転を開始しても格納容器圧力の

低下傾向が見られない場合についての対応を記載

代替循環冷却系運転開始後に格納容器圧力低下が見られない場合でも運転は

継続する。流量は系統温度を抑制するため増操作はせずに維持する

復水移送ポンプ停止に伴い、代替注水として可搬型代替注水ポンプ

による代替注水を確保し、原子炉への注水を実施する

復水移送ポンプ復水貯蔵槽吸込

弁及びミニフロー弁を全閉にする

復水移送ポンプを停止しないと実施

できない系統構成があるため、一時復

水移送ポンプを停止する

代替循環冷却系運転以外に除熱

機能が回復しないことを最終的に

確認し、代替循環冷却系運転を開

始する

代替循環冷却系運転のバックアップとして消防車による

代替注水機能を確保する

復水移送ポンプによる代替注水

運転に影響のない部分について

系統構成を実施する
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図 2.2.2-2 代替循環冷却系運転の手順概要（「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」の場合）「抜粋図」

重大事故等対策の有効性評価について「雰囲気圧力・温度に

よる静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」参照 

（20時間後）

（約22.5時間後）

代替原子炉補機冷却系準備

格納容器内水素・酸素濃度計
（CAMS）再起動

代替循環冷却系運転継続

格納容器内圧力0.62MPa[gage]
到達時間予測

代替循環冷却系運転による
格納容器スプレイ停止

可搬型代替注水系（A-2級）
による注水

格納容器内圧力0.62MPa[gage]
到達時間予測

代替循環冷却系運転可能

代替循環冷却系運転により
格納容器内圧力下降

代替循環冷却系運転による原子炉格納容器冷却により格納容器内圧力が105kPa[gage]（FCS運転時の制限圧

力）以下になったことを確認後，可燃性ガス濃度制御系（FCS）を起動し水素濃度を制御する

復水貯蔵槽への補給
停止

低圧代替注水系（可搬型）準備

低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水

代替循環冷却系運転準備
（系統構成1）

代替循環冷却系運転準備
（復水移送ポンプ停止）

パラメータの継続監視
（水素，酸素濃度等）

代替循環冷却系運転準備
（系統構成2）

代替循環冷却系運転開始
（復水移送ポンプ起動）

代替循環冷却系運転による
除熱実施判断

格納容器内酸素濃度
可燃限界濃度到達

可能性なし

代替循環冷却系運転により

格納容器圧力下降

代替循環冷却系運転

運転継続

代替原子炉補機冷却系

準備が完了

No

Yes

Yes

No

Yes

No

格納容器圧力逃がし装置等による
格納容器ベント操作

機能喪失設備の復旧
または

格納容器圧力逃がし装置等による
原子炉格納容器除熱

使用済燃料プール冷却

開始

原子炉圧力容器・原子炉格納容器の状態が
静定後，使用済燃料プール冷却を再開する

No

Yes

復水移送ポンプ停止後は復水貯蔵槽への補給が不要にな

るため停止する

何らかの故障により、代替循環冷却系運転が実施できない場合につ

いての対応を記載

代替循環冷却系運転を開始しても格納容器圧力の

低下傾向が見られない場合についての対応を記載

代替循環冷却系運転開始後に格納容器圧力低下が見られない場合でも運転は

継続する。流量は系統温度を抑制するため増操作はせずに維持する

復水移送ポンプ停止に伴い、代替注水として可搬型代替注水ポンプ

による代替注水を確保し、原子炉への注水を実施する

復水移送ポンプ復水貯蔵槽吸込

弁及びミニフロー弁を全閉にする

復水移送ポンプを停止しないと実施

できない系統構成があるため、一時復

水移送ポンプを停止する

代替循環冷却系運転以外に除熱

機能が回復しないことを最終的に

確認し、代替循環冷却系運転を開

始する

代替循環冷却系運転のバックアップとして消防車による

代替注水機能を確保する

復水移送ポンプによる代替注水

運転に影響のない部分について

系統構成を実施する
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図 2.2.2-3 代替循環冷却系運転の手順概要（「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」の場合） 

重大事故等対策の有効性評価について「高圧溶融物

放出／格納容器雰囲気直接加熱」参照 

（解析上の時間）

（約0分）

（約1時間後）

（約1.4時間後）

（約3.7時間後）

（約5.7時間後）

（約7時間後）

（約8時間後）

（約8時間後）

（約20時間後）

（20.5時間後）

溶融炉心落下

原子炉圧力容器破損

原子炉スクラム，タービン・トリップを確認

高圧注水機能喪失を確認

原子炉圧力容器破損を判断

格納容器下部注水系（常設）により
格納容器下部に崩壊熱相当量を注水

炉心損傷確認

格納容器下部注水系（常設）復水移送ポンプ１台（90m3/h）

による格納容器下部注水開始

回復は解析上

考慮せず

炉心損傷開始

格納容器下部水位2ｍ(注水量180m3)
到達後，格納容器下部注水系停止

原子炉水位有効燃料棒底部（BAF）から
有効燃料棒長さ+10% 到達

中央制御室での逃がし安全弁2個
による原子炉急速減圧

原子炉圧力容器下鏡温度300℃到達

（溶融炉心の炉心下部プレナムへの

移行確認）

溶融炉心によるコンクリート浸食停止

低圧注水機能喪失を確認 回復は解析上

考慮せず

全ての設備による原子炉注水失敗を確認

損傷炉心冷却未達成と判断

損傷炉心冷却失敗と判断

代替循環冷却系による格納容器スプレイ及び格納容器下部注水を継続し，機

能喪失している設備の復旧に努める。復旧後，原子炉圧力容器への注水及び原

子炉格納容器の冷却を実施する
格納容器頂部注水操作について実施判断基準値を超えた場合は速やかに実施

する

高圧／低圧注水機能
回復操作

回復は解析上

考慮せず

低圧代替注水機能喪失を確認
回復は解析上

考慮せず

代替注水系起動

・制御棒駆動水ポンプによる原子炉注水

・消火ポンプによる代替注水
・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による代替注水

ドライウェルクーラによる格納容器除熱

消火系による格納容器下部注水

消火系による格納容器下部注水

高圧代替注水系
起動操作

高圧代替注水系による
原子炉注水は解析上考慮せず

給水流量の
全喪失発生

主蒸気隔離弁全閉発生

主蒸気隔離弁閉
原子炉スクラム信号発生

格納容器圧力0.465MPa[gage]

到達

代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による
ドライウェルスプレイ開始
（格納容器下部注水継続）

代替原子炉補機冷却系

準備

代替原子炉補機冷却系
準備が完了

代替循環冷却系
運転開始

原子炉圧力容器破損時
原子炉圧力2.0MPa[gage]以下

水蒸気発生に伴う格納容器圧力上昇
（溶融燃料－冷却材相互作用）

原子炉格納容器バウンダリ機能維持

格納容器限界圧力以下

復水移送ポンプ

1台追加起動・2台運転確認

格納容器過温防止スプレイ実施

復水移送ポンプ

1台追加起動・2台運転確認

格納容器スプレイによる

格納容器薬品注入

格納容器下部注水による

格納容器薬品注入

代替循環冷却系

運転継続可能

格納容器圧力逃がし装置等による

格納容器ベント実施

Yes

No

（適宜実施）

燃料供給準備
（タンクローリ（4kL）

給油準備）

可搬設備への燃料補給

（約12時間後）

タンクローリ（4kL）
による給油準備完了

凡例
：操作・確認
（運転員のみの作業）

：プラント状態

：判断

：解析上考慮しない操作・判断結果

：緊急時対策要員（現
場）のみの作業

：運転員と緊急時対策要
員(現場）の共同作業

：操作及び判断

非常用ディーゼル発電機自動起動確認

非常用高圧母線（6.9kV）復旧確認

非常用ディーゼル発電機運転状態確認

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）
の準備が完了

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）
による復水貯蔵槽への補給

淡水貯水池から

復水貯蔵槽への補給準備
（可搬型代替注水ポンプ（A-2級）

による復水貯蔵槽への補給）

（約12時間後）

（適宜実施）

純水補給水系による

復水貯蔵槽への補給

淡水タンクから

防火水槽への補給

非常用ガス処理系運転確認

外部電源喪失発生

原子炉圧力容器破損以降の格納容器過圧・過温に対応する

手順及び重大事故等対策は「雰囲気圧力・温度による静的

負荷（格納容器過圧・過温破損）」と同じである
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図 2.2.2-4 代替循環冷却系運転の作業と所要時間（０~３２０分後）「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）の場合」

重大事故等対策の有効性評価について「雰囲気圧力・温度によ

る静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」参照 

6号 7号 6号 7号 6号 7号

・給水流量の全喪失確認

・全交流動力電源喪失確認

・原子炉スクラム，タービン・トリップ確認

常設代替交流電源設備準備操作

　　（第一ガスタービン発電機）
－ － － － ・第一ガスタービン発電機　起動

常設代替交流電源設備運転

　　（第一ガスタービン発電機）
－ － － － ・第一ガスタービン発電機　給電

（1人）

B

（1人）

b
－ － － － ・非常用高圧母線　D系　受電前準備（中央制御室）

－ －

4人

C,D

E,F

4人

c,d

e,f

－ － ・放射線防護装備準備／装備

－ －
（2人）

C,D

（2人）

c,d
－ －

・現場移動

・非常用高圧母線　D系　受電前準備

　（電源盤受電準備）

－ －
（2人）

E,F

（2人）

e,f
－ －

・現場移動

・非常用高圧母線　D系　受電前準備

　（コントロール建屋負荷抑制）

（1人）

B

（1人）

b
－ － － － ・非常用高圧母線　D系　受電確認

－ －
（2人）

C,D

（2人）

c,d
－ － ・非常用高圧母線　D系　受電

（1人）

B

（1人）

b
－ － － － ・非常用高圧母線　C系　受電前準備（中央制御室）

－ －
（2人）

E,F

（2人）

e,f
－ －

・現場移動

・非常用高圧母線　C系　受電前準備

－ － － － ・非常用ガス処理系排風機　運転確認

－ － － －
・原子炉建屋差圧監視

・原子炉建屋差圧調整

（1人）

B

（1人）

b
－ － － － ・非常用高圧母線　C系　受電確認 5分

－ －
（2人）

E,F

（2人）

e,f
－ － ・非常用高圧母線　C系　受電 5分

低圧代替注水系（常設）　準備操作
（1人）

A

（1人）

a
－ － － －

・復水移送ポンプ（B，C）起動／運転確認

・低圧代替注水系（常設）系統構成

低圧代替注水系（常設）　注水操作
（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・残留熱除去系　注入弁操作

非常用ガス処理系　運転確認
（1人）

A

（1人）

a

5分

適宜実施

破断口まで水位回復後，原子炉注水と

格納容器スプレイ切替

常設代替交流電源設備からの

非常用高圧母線　C系　受電操作

15分

常設代替交流電源設備からの

非常用高圧母線　D系　受電操作

5分

5分

常設代替交流電源設備からの

非常用高圧母線　C系　受電準備操作

10分

25分

（1人）

A

（1人）

a

10分

5分

常設代替交流電源設備からの

非常用高圧母線　D系　受電準備操作

15分

10分

15分

15分

－ 10分状況判断
2人

A,B

2人

a.b
－ － －

120

運転員

（中央制御室）

運転員

（現場）

緊急時対策要員

（現場）

操作項目 操作の内容

実施箇所・必要人員数

70

経過時間（分）
備考

10 20 30 40 50 60 80 90 100 110

約25分 常設代替交流電源設備による給電開始

70分 原子炉注水開始

事象発生

原子炉スクラム

プラント状況判断

約0.3時間 炉心損傷開始

約0.4時間 燃料被覆管温度1200℃到達

約0.7時間 燃料温度約2500K(約2227℃)到達

約30分 非常用ガス処理系 運転開始
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図 2.2.2-5 代替循環冷却系運転の作業と所要時間（０~３２時間後）「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）の場合」

重大事故等対策の有効性評価について「雰囲気圧力・温度によ

る静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」参照 

6号 7号 6号 7号 6号 7号

低圧代替注水系（常設）　注水操作
（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・残留熱除去系　注入弁操作

代替格納容器スプレイ冷却系（常設）

操作

（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・残留熱除去系　スプレイ弁操作

・放射線防護装備準備

・現場移動

・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による復水貯蔵槽への注水準備

　（可搬型代替注水ポンプ（A-2級）移動，ホース敷設（淡水貯水池から可搬型代替注水ポンプ（A-2

級），可搬型代替注水ポンプ（A-2級）から接続口），ホース接続，ホース水張り）

・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による復水貯蔵槽への補給

給油準備 － － － － ・軽油タンクからタンクローリ（16kL）への補給 タンクローリ（16kL）残量に応じて適宜軽油タンクから補給

給油作業 － － － － ・第一ガスタービン発電機用燃料タンクへの給油

（2人）

E,F

（2人）

e,f
－ －

・現場移動

・代替原子炉補機冷却系　現場系統構成

・放射線防護装備準備／装備

・現場移動

・資機材配置及びホース布設、起動及び系統水張り

給油準備 － － － － ・軽油タンクからタンクローリ（4kL）への補給 タンクローリ（4kL）残量に応じて適宜軽油タンクから補給

給油作業 － － － －
・電源車への給油

・大容量送水車（熱交換器ユニット用）への給油

代替原子炉補機冷却系　運転 － － － －
※3

（3人）

※3

（3人）

・代替原子炉補機冷却系　運転状態監視

（2人）

C,D

（2人）

c,d
－ －

・現場移動

・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による原子炉への注水準備

・放射線防護装備準備／装備

・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による原子炉への注水準備

　（ホース敷設（可搬型代替注水ポンプ（A-2級）から接続口），ホース接続）

－ － － － ・原子炉格納容器内水素・酸素濃度計（CAMS）起動操作

－ － － － ・原子炉格納容器内水素・酸素濃度監視

（1人）

B

（1人）

b
－ － － － ・代替循環冷却系　中央制御室系統構成

－ －

(4人)

C,D

E,F

(4人)

c,d

e,f

－ －

・現場移動

・代替循環冷却系　現場系統構成

（低圧代替注水に影響のない部分）

・原子炉注水／格納容器スプレイ弁切替
20h：原子炉最大注水

20.1h：格納容器最大スプレイ

・復水移送ポンプ停止

・代替循環冷却系　中央制御室系統構成

22h：復水移送ポンプ全停

22.5h：代替循環冷却系　運転開始

－ －
（2人）

E,F

（2人）

e,f
－ －

・現場移動

・代替循環冷却系　現場系統構成

（復水貯蔵槽吸込弁）

－ －
（2人）

C,D

（2人）

c,d
－ －

・現場移動

・代替循環冷却系　現場系統構成

 （残留熱除去系高圧炉心注水系第一止め弁，第二止め弁）

（1人）

A

（1人）

a
－ － － －

・低圧注水系　注入弁操作

・原子炉注水状態確認

－ － － － ・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による原子炉への注水
操作時間の30分間は，可搬型代替注水ポンプ（A-2級）の起動等に10分間，原子炉へ

の注水を20分間とする

代替循環冷却系　運転開始
（2人）

A,B

（2人）

a,b
－ － － －

・復水移送ポンプ起動

・低圧注水系注入弁，格納容器スプレイ弁操作

代替循環冷却系　運転状態監視
（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・代替循環冷却系による原子炉圧力容器，原子炉格納容器の状態監視 原子炉格納容器状態監視には水素・酸素濃度の継続監視を含む

・放射線防護装備準備／装備

・軽油タンクからタンクローリ（4kL）への補給 タンクローリ（4kL）残量に応じて適宜軽油タンクから補給

給油作業 － － － － ・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）への給油

必要人員数　合計
2人

A,B

2人

a,b

4人

C,D,E,F

4人

c,d,e,f

6号 7号 6号 7号 6号 7号

代替循環冷却系　運転状態監視
（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・代替循環冷却系による原子炉圧力容器，原子炉格納容器の状態監視

（1人）

A

（1人）

a
－ － － －

・低圧注水系　注入弁操作

・原子炉注水状態確認

・現場移動

・可搬型代替注水ポンプ(A-2級）再起動

－ － － － ・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による原子炉への注水

一

時

待

避

格納容器ベント前に待避準備及び待避を実施する

（1人）

A

（1人）

a
－ － － －

・格納容器ベント準備

　　（格納容器二次隔離弁操作，バウンダリ構成，非常用ガス処理系停止）

－ － － －
2人

（参集）

2人

（参集）

・フィルタ装置水位調整準備

　（排水ポンプ水張り）

一

時

待

避

（1人）

A

（1人）

a
－ － ・格納容器ベント状態監視

・放射線防護装備準備／装備

・格納容器ベント操作（格納容器一次隔離弁操作） 60分

（1人）

A

（1人）

a
－ －

10人

（参集）

10人

（参集）

・フィルタ装置水位調整

・フィルタ装置pH測定

・フィルタ装置薬液補給

・ドレン移送ラインN2パージ

代替原子炉補機冷却系　運転 － － － － （3人） （3人） ・代替原子炉補機冷却系　運転状態監視

一

時

待

避

格納容器ベント前に待避準備及び待避を実施する

給油作業 － － － － ・第一ガスタービン発電機用燃料タンクへの給油 格納容器ベント前にガスタービン発電機用燃料タンクが枯渇しないように給油する

給油作業 － － － －
・電源車への給油

・大容量送水車（熱交換器ユニット用）への給油

一

時

待

避

給油作業 － － － － ・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）への給油

一

時

待

避

原子炉格納容器内水素・酸素濃度計

（CAMS）再起動

（1人）

B

（1人）

b

10人

（参集）

（10人）

10人

操作項目

実施箇所・必要人員数

操作の内容

14 16 18 20 22 24

経過時間（時間）

2 4 6 8 10 12

運転員

（中央制御室）

運転員

（現場）

緊急時対策要員

（現場）

適宜原子炉注水と格納容器スプレイの切り替えを繰り返し実施

26 28 30 32
備考

※1

（2人）

120分

　　　　適宜実施

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による

淡水貯水池から復水貯蔵槽への補給
－ － － － 360分

6人

(4人),※1

※2

（2人） 適宜実施

適宜実施

代替原子炉補機冷却系　準備操作 － －

300分

－ －

13人

（参集）

※2，※3

13人

（参集）

※2，※3
10時間

低圧代替注水系（可搬型）による

原子炉注水　準備操作
－ －

低圧代替注水停止までに現場操

作を行う

（操作時間30分）

－ －
低圧代替注水停止までに現場操

作を行う

（操作時間135分）

代替循環冷却系　準備操作

　（系統構成1）
120分

代替循環冷却系　準備操作

　（系統構成2）

（1人）

A

（1人）

a
－ － － －

120分

低圧代替注水系（可搬型）による

原子炉への注水

給油準備 － － － －
2人

適宜実施

8人

（参集要員32人）

経過時間（時間）

20 22 24 26

以上が、代替循環冷却系運転による格納容器ベント回避のシナリオ
以下は、代替循環冷却系運転失敗による格納容器ベントに至るシナリオ

（＊２時間後に代替循環冷却系運転に失敗し、事象発生３０時間後に格納容器ベントに至ることを想定）

運転員

（中央制御室）

運転員

（現場）

緊急時対策要員

（現場）

28 30 32

操作項目

実施箇所・必要人員数

操作の内容

備考
2 4 6 8 10 12 14 16 18

（2人）

e,f

・代替循環冷却系運転開始２時間後に

故障等により失敗することを想定

適宜実施

適宜実施

現場確認中断

（一時待避中）

適宜実施
現場確認中断

（一時待避中）

低圧代替注水系（可搬型）による

原子炉への注水

格納容器ベント準備操作

格納容器ベント操作

－ －

－ －
（2人）

E,F

格納容器ベント前に待避準備及び待避を実施する

一時待避前に燃料が枯渇しないように補給する

待避解除は作業エリアの放射線量測定後となる

(2人) 適宜実施

(2人)

(2人)

適宜実施
作業中断

（一時待避中）

適宜実施
作業中断

（一時待避中）

適宜実施

適宜実施

事象発生

約0.3時間 炉心損傷開始

約2時間 破断口まで水位回復確認

20時間
代替原子炉補機冷却系 運転開始

代替循環冷却系 切替開始

70分 原子炉注水開始
約22.5時間

代替循環冷却系 運転開始

破断口まで水位回復後は，適宜原子炉注水と格納容器スプレイの切り替えを繰り返し実施

この時間内に実施

この時間内に実施

30分

5分

140分

30分

30分

適宜実施

10分

10分

10分

140分

30分

30分

30分

10分

事象発生

約0.3時間 炉心損傷開始

約2時間 破断口まで水位回復確認

20時間

代替原子炉補機冷却系 運転開始

代替循環冷却系 切替開始

70分 原子炉注水開始 約22.5時間

代替循環冷却系 運転開始

適宜

実施

60分

適宜実施

10分

60分

60分 この時間内に実施

この時間内に実施

約30時間
格納容器ベント 実施

30分
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図 2.2.2-6 代替循環冷却系運転の作業と所要時間「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱の場合」 

重大事故等対策の有効性評価について「高圧溶融物

放出／格納容器雰囲気直接加熱」参照 

6号 7号 6号 7号 6号 7号

・外部電源喪失確認

・原子炉スクラム，タービン・トリップ確認

・非常用ディーゼル発電機起動確認

・全ての原子炉注水機能喪失確認

－ － － － ・非常用ガス処理系　運転確認

－ － － －
・原子炉建屋差圧監視

・原子炉建屋差圧調整

（1人）

A

（1人）

a
－ － － －

・原子炉格納容器下部への注水準備

・低圧代替注水系（常設）系統構成

－ － － － ・放射線防護装備準備／装備

－ － － －

・現場移動

・低圧代替注水系（常設） 現場系統構成

　※復水貯蔵槽吸込ライン切替え

原子炉急速減圧操作
（1人）

A

（1人）

a
－ － － －

・逃がし安全弁　2個

　　手動開放操作

（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・原子炉圧力容器破損前の初期注水

（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・原子炉圧力容器破損後の原子炉格納容器下部注水

代替格納容器スプレイ冷却系（常設）　準備操作
（1人）

B

（1人）

b
－ － － － ・復水移送ポンプ起動／運転確認

原子炉格納容器薬品注入操作において実施

済みとなる

（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・残留熱除去系　スプレイ弁操作 格納容器内過温抑制スプレイ流量「70m3/h」

（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・残留熱除去系　スプレイ弁操作

－ － － － ・放射線防護装備準備／装備

－ － － －
・現場移動

・代替原子炉補機冷却系　現場系統構成

－ － － － ・放射線防護装備準備／装備

－ － － －
・現場移動

・資機材配置及びホース敷設，起動及び系統水張り

・放射線防護装備準備

・現場移動

・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による復水貯蔵槽への注水準備

　（可搬型代替注水ポンプ（A-2級）移動，ホース敷設（淡水貯水池から可搬型代替注水ポンプ（A-2

級），可搬型代替注水ポンプ（A-2級）から接続口），ホース接続，ホース水張り）

・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による復水貯蔵槽への補給

－ － － － ・放射線防護装備準備／装備

－ － － － ・軽油タンクからタンクローリ（4kL）への補給
タンクローリ（4kL）残量に応じて適宜軽油

タンクから補給

給油作業 － － － － ・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）への給油

360分

(6人)

※2

給油準備 2人

※3

140分

実施箇所・必要人員数

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による淡水貯水池

から復水貯蔵槽への補給
－ － － －

6人

代替格納容器スプレイ冷却系（常設）　操作

0.465～0.390MPa[gage]で間欠スプレイ

代替原子炉補機冷却系　準備操作

（2人）

C,D

（2人）

c,d

300分

13人

（参集）

※1

13人

（参集）

※1 600分

格納容器下部注水系　注水操作

原子炉格納容器下部水位2m

(注水量180m3相当）到達後停止

原子炉格納容器下部に崩壊熱相当量を継続注水

原子炉格納容器下部注水系　準備
2人

C,D

2人

c,d

非常用ガス処理系　運転確認
（1人）

A

（1人）

a

適宜実施

運転員

（中央制御室）

運転員

（現場）

緊急時対策要員

（現場）

状況判断
2人

A,B

2人

a.b
－ － － －

経過時間（時間）
備考

操作項目 操作の内容

事象発生

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

原子炉スクラム

プラント状況判断

約1時間 炉心損傷開始

約1.4時間 原子炉水位有効燃料棒底部（BAF）＋10%燃料有効長到達

1

約3.7時間 原子炉圧力容器下鏡温度300℃到達

（溶融炉心の炉心下部プレナムへの移行確認）

約7時間 原子炉圧力容器破損

10分

5分

30分

約8時間 格納容器圧力0.465MPa[gage]到達

原子炉圧力容器破損確認まで

継続実施

10分

10分

10分

10分

10分

40分

30分

10分

6号 7号 6号 7号 6号 7号

－ －
（2人）

C,D

（2人）

c,d
－ －

・現場移動

・代替原子炉補機冷却系　現場系統構成

－ － － －

※1

（13人）

※4,※5

※1

（13人）

※4,※5

・現場移動

・資機材配置及びホース敷設，起動及び系統水張り

給油準備 － － － － ・軽油タンクからタンクローリ（4kL）への補給
タンクローリ（4kL）残量に応

じて適宜軽油タンクから補給

給油作業 － － － －
・電源車への給油

・大容量送水車（熱交換器ユニット用）への給油

代替原子炉補機冷却系　運転 － － － －
※5

（3人）

※5

（3人）

・代替原子炉補機冷却系　運転状態監視

（1人）

B

（1人）

b
－ － － － ・代替循環冷却系　中央制御室系統構成

－ －

(4人)

C,D

E,F

(4人)

c,d

e,f

－ －

・現場移動

・代替循環冷却系　現場系統構成

（代替格納容器スプレイに影響のない部分）

原子炉格納容器下部注水系操作
（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・原子炉圧力容器破損後の原子炉格納容器下部注水

代替格納容器スプレイ冷却系（常設）　操作
（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・残留熱除去系　スプレイ弁操作

（1人）

A

（1人）

a
－ － － －

・復水移送ポンプ停止

・代替循環冷却系　中央制御室系統構成

－ －
（2人）

E,F

（2人）

e,f
－ －

・現場移動

・代替循環冷却系　現場系統構成

（復水貯蔵槽吸込弁）

－ －
（2人）

C,D

（2人）

c,d
－ －

・現場移動

・代替循環冷却系　現場系統構成

 （残留熱除去系高圧炉心注水系第一止め弁，第二止め弁）

代替循環冷却系　運転開始
（2人）

A,B

（2人）

a,b
－ － － －

・復水移送ポンプ起動

・格納容器スプレイ弁，原子炉格納容器下部注水弁操作

代替循環冷却系　運転状態監視
（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・代替循環冷却系による原子炉格納容器の状態監視

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による淡水

貯水池から復水貯蔵槽への補給
－ － － － ・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による復水貯蔵槽への補給

給油作業 － － － － ・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）への給油

必要人員数　合計
2人

A,B

2人

a,b

4人

C,D,E,F

4人

c,d,e,f

8人

（参集要員26人）

（　）内の数字は他の作業終了後，移動して対応する人員数

0.465～0.390MPa[gage]で

間欠スプレイ

代替循環冷却系　準備操作

　（系統構成2）

※2

（4人）

適宜実施

※3

（2人）

適宜実施

※4

（2人） 適宜実施

適宜実施

代替循環冷却系　準備操作

　（系統構成1）
120分

原子炉格納容器下部に

崩壊熱相当量を継続注水

運転員

（中央制御室）

運転員

（現場）

緊急時対策要員

（現場）

代替原子炉補機冷却系　準備操作

300分

600分

経過時間（時間）
備考

操作項目

実施箇所・必要人員数

操作の内容

16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 3614

約20時間 代替原子炉補機冷却系準備完了

30分

30分

5分

この時間内に実施

20.5時間 代替循環冷却運転 開始

適宜実施

この時間内に実施

30分

140分

30分



















































































 92

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 格納容器圧力の推移 

（循環流量 190 m3/h にて代替循環冷却を 30日間運転継続した場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 格納容器圧力の推移 

（7日後より循環流量を 150 m3/h に変更し，代替循環冷却を 30 日間運転継続した場合） 
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